
愚

堂

國

師

の

繹

∂

伊

藤

古

鑑

幽

わ
が

妙

心

の

一
流

、

六
租

の
も

と
、
景

川
、

特
芳

、

悟
漢

、
東

陽

の
四
派

あ
り

、

な
か

に
も
東

陽

の

一
派
ま

こ
と

に
寂

蓼

と
し

て
振

わ

ず

、

愚
堂

の
出
ず

る

に
お
よ

ん

で
、

東
陽

の

一
派

に
わ

か

に
興
り

、

そ

の
當

時

の
縄
界

を
風

靡

し

た
。
愚

堂

な

る
も

の
の
暉
、

い
ず

れ

の

と
と

ろ

に
、

そ

の
特

質
が

秀

で

て
、

か
く
も
隆

盛

を
見

る

に
至

つ
た

の
か
、

そ

れ
を
研

討

す

る
の
が
、

こ
の
論
文

の
趣
旨

で
あ
る
。

し
か

も
、
妙

心
開

山

六
百

年

の
大
遠

忌
が

明
年

、
修

せ
ら

る
る

の
と
き

に
當
り

、

そ

の
中
間

三
百
年

に
出
世

し

た
大
宗

匠
、

愚
堂

を
研

討

し

て
見

る

の
も

、
ま

た
わ

が
妙

心
寺

派

の
宗
勢

を
想

い
出

す

上

に
、

な

に
か
役

立

つ
も

の
が

あ

る

の
で
は

な

い
か
と
思

い
、

こ
こ

に
筆

を
執

る

こ
と

に
し
た
。

ま

た
私

は
、

幸

い
に
愚
堂

派
下

の
も

の
で
あ
り

、

愚
堂

を
開

山
と

す

る
小

庵

に
住
す

る

こ
と
、

こ

こ
に
殆

ん
ど
四

十
年

、

し
か

も
愚
堂

の
俗
姓

を
名
乗

つ
て

い
る
も

の
で
あ

つ
て
、

そ

の
因
縁

極

め

て
深

き

も

の
が

あ

る

の
で
あ

る
が
、

「い
ま
、

こ
こ
に
臆

面

も
な
く

愚
堂

を
論

及

す

る

こ
と

は
、
或

は
禮

を

失
す

る

か
も
知

れ

な

い
け
れ

ど
も
、

し
ば

ら

く
學
究

の
身

と

し

て
宥

恕

を
乞

い
、

併

せ

て
世

の
識

者

の
叱
正

を
待

つ
次
第

で
あ
る
。

愚

堂

國

師

の

輝

一



縄

學

研

究

二

二

 

愚

堂

の
傳

記
を
書

い
た
も

の
は
、

『
大
圓
寳

鑑
國

師
語

録

』
下

巻

に
あ

る
國

師

傳
、

そ

れ

に
多

少
加

筆

し

た
も

の
が

『
宗
統

八
租
傳

』

の
な
か

の
愚
堂

建

縄
師
傳

で
あ

る
。

こ
れ

は
共

に
、
愚

堂

の
嗣
子

雪
潭

豊
玉

の
筆

に
な

つ
た
も

の

で
あ

る
。

ま
た
別

に

『
大
圓

寳

鑑
國

師

年
譜

』

と

し
て

一
巻
、
篤

本

と

し

て
傳

わ

つ
て

い
る
、

こ
れ
も
雲
潭

の
筆

で
、
安

山
玄

永
が

考

誰

し
て

い
る
。

安

山
も

愚
堂

の
嗣

子

で
あ

つ
て
、

こ
の

『
年
譜

』

は
信

用

の
出
來

る

も

の
と
思

う
。

一
歳

か
ら

八
十

五
歳

ま

で
、

詳
細

な

る
記

事

で
あ

る
か
ら

、

愚
堂

の
生

涯
を

知

る

に
は
好
箇

の
資

料

で
あ

る
。

そ

の
他
、
師

攣

の

『
本

朝
高

櫓
傳

』

四
十

四

の

「
濃

州
大
仙

寺

沙
門

東
建

傳

」
を
始

め
、

愚

堂

に
關

係

あ

る
諸
寺

の
資

料
等

も

あ
る
が

、

い
ま

こ

れ
ら

の
資

料

に
依

つ
て
主
な

る
出
來

事

を
表

記

し
て
見

る

こ
と

に

し
た
。

天

正

五

年

(
一

歳

)

四
月

八
日
、
美

濃
伊

自
良

村
大

森

に
生

る
。
父

は
伊

藤
紀

内

(
或
は
記
内
と
も
喜
内
と
も
書
く
)
母

は
齊

藤

家

の
家
臣

の
女

と

い
う
も
異

説

あ
り
。

天

正

十

年

(
六

歳

)

雲

居
希

麿

生
る
。

天

正
十

一
年

(
七

歳

)

母
、

梵
呪

を
教

ゆ
、

よ

く
記

論
す
、

郷

人
島
戸

作

右
衛

門
、

愚
堂

の
家

の
零

落

を
笹

ん

で
、
養

う

て
愚

堂

を

子

と
な
す

と
も
傳

う
。

(
『
年
譜
』
)

天
正
十
二
年

(八

歳
)

天
正
十
五
年

(十

一
歳
)

天
正
十
七
年

(十

三

歳
)

天
正
十
九
年

(十
,五

歳
)

文

緑

一兀
年

(十

六

由旗
)

父
、

携

え
て
隣
里

の
東

光
寺

陽
徳

軒

に
行

き
、
宗

固

首
座

に
就

て
字

を
習

わ

し
む
。

愚

堂
、

長
ぜ

し
爲

め
、

途

に
陽

徳
軒

に
留

ま
り

て
信

業

を
習

う
。

ま

た
作
詩

を
習

う
て
、

天
分

を

あ
ら
わ

す
。

(
春
鐘

の
詩

『
寳
鑑
録
』

に
載
す
)

東

光
寺

五
世

瑞
雲
宗

呈

(
以
安
智
祭
の
法
嗣
)
を
禮

し

て
祀
髪

受
具

、
東

建

を
以

て
名
ず

く

。

こ
の
年

、
初

め

て

一
箇

の
疑

團

を
起

し
、
坐
臥

安

か
ら
ず

。



文

緑

四

年

(十

九

歳
)

慶

長

二

年

(
二
十

一
戯
)

慶

長

三

年

(
二
十
二
歳
)

慶

長

五
年

(二
十
四
戯
)

慶

長

六

年

(
二
十
五
歳
)

慶

長

七

年

(
二
十
六
巾蕨
)

慶

長

八

年

(
二
十
七
歳
)

慶

長

十

年

(
二
十
九
歳
)

慶
長
十

一
年

(三

十

歳
)

慶
長
十
二
年

(
三
十

一
歳
)

愚

堂
國
師

の
輔

こ

の
年

よ
り
諸

方
行

脚

に
出
ず

。
先

ず
勢

北
長

島

に
行

き
説

心
和

爾

に
参

ず

。

二
月

二
日
、
父

伊
藤

紀
内

逝

く
、
仲

陽

以
春

居
士

と

い
う
。

野
州

興

縄
寺

に
行

き
、
物

外
和

尚

に
参
ず

。

八
月

十

八
日
豊

臣
秀

吉

残
す
。

こ
の
俸
、
關

ケ
原

合
戦

の
爲

め
野
賊
横

行

、
愚

堂

は
大
愚

と
共

に
加
納

を
過

ぎ
、
賊

の
隊

申

を
通
過

し

て
、
賊

を

し

て
驚

か
し
む
。

こ
の
年

よ
り

東
光

寺
瑞

雲
和

尚

に
侍

す
。

瑞

雲
和

尚
極

め

て
悪
辣

を

以

て
愚

堂

に
接

す
。

忍
飢

榮
苦

、
言

語

に
緬

す
。
終

に
病

ん

で
死

に
頻

す
。

却

つ
て

工
夫

大

に
精
彩

を
加

う

と

い
う
。

四

月

二
十

三
日
、

母
鷲

見
氏

残
す

、
花

因
現

成
大

姉

と

い
う
。

至
道

無
難

生

る
。

播

州

三
友

寺

(
今
の
江
鵬
寺
)
に
行

き

、
南
景

和

尚

(東
漸
宗
震

の
法
嗣
に
て
、
庸
山
景
膚
と
同
滲
、

こ
の
法
孫
に

盤
珪
国
師
出
ず
、
南
景
岳
、
雲
甫
祥
、
牧
翁
麗
、
盤
珪
永
琢
と
綾
く
)
に
参

じ

、
同

志

と
件

を

結

ん
で
苦

修
、

途

に
大

悟

し
、

そ

の
投

機

の
偶

と
し

て
、
「
自
笑

十
琿
行

脚

事
、

痩

藤
破

笠
拍

=
醐
扉

一、
元

來
佛

法
無

一一多

ヱ
・
一、

喫

飯
喫

茶
又
着

衣

」

と

い
う
。

論

心
和
尚

、
駿
陽

清

見
寺

に
移

る
。

依

つ
て
愚

堂

を

そ

の
版

首

と
な
す

。
ま

た
臨

濟
寺

に
行

き
鐵

山

和

尚

に
も
参
ず

。

雲

居

、
大

愚
、

了
堂

、
洛

浦

と
共

に
件

を
結

ん
で
仙

璽
覧

範

寺

に
行

き
、

虎

哉

和

尚

に
参
ず

。

こ
の

年
、
鐵

山

和
爾
、

駿
府

よ
り
法

山
璽
雲

院

に
移

る
。

愚
堂

ま

た

こ
れ

に
從

う
。

ま

た
備
前

の
大

安
寺

に
行

き
、

天
長

和
尚

に
謁

す
。

天
長

、

温
情

を
以

て
迎

う
。

三



顧

學

研
,
究

慶
長
十
四
年

(三
十
三
歳
)

慶
長
十
五
年

(三
十
四
戯
)

慶
長
十
六
年

(
三
十
五
歳
)

慶
長
十
七
年

(
三
十
六
歳
)

慶
長
十
九
年

(
三
十
八
歳
…)

元

和

三

年

(四
十

一
歳
)

元

和

七

年

(四
十
五
歳
)

寛

永

元

年

(四
十
八
歳
)

寛

永

二
年

(四
十
九
歳
)

寛

永

三

年

(
五

十

歳
)

四

ま
た
法
山
に
鶴
り
、
聖
澤
の
庸
山
和
尚
に
謁
す
、
庸
山
、
悪
情
を
以
て
迎
う
。
こ
こ
に
於
て
、
庸
山
屋

裏
の
宗
旨
を
奪
却
ぜ
ん
と
し
て
苦
修
す
。

諦
を
景
哲
と
改
む
、
後
ま
た
薔
誰
に
復
す
。

庸
山
和
尚
、
愚
堂
の
號
を
賦
し
て
附
與
す
。

庸
山
和
尚
、
印
記
を
書
し
て
愚
堂
に
附
與
す
。

轄
位
し
て
本
山
第

一
座
と
な
る
。

濃
州
に
行
き
、
小
島
の
瑞
巖
寺
に
住
す
。
勲
ね
て
北
方
の
慈
漢
寺
を
も
勤
む
。

小
島
よ
り
和
知
に
赴
き
、
正
傳
寺
に
住
す
。

始
め
て
江
府
に
行
き
、
石
川
総
輔
等
の
脇
依
を
受
け
、
小
庵
を
構
え
て

『臨
濟
録
』
を
講
じ
、

「今
臨

濟
」
の
構
を
得
、
後
、
小
庵
を
艦
道
に
付
し
て
美
濃
に
蹄
る
。

九
月
、
受
業
師
陽
徳
圃
公
示
寂
す
。
依
つ
て
正
傳
寺
の
境
内
に
堅
法
院
を
創
む
。
蓋
し
堅
法
は
固
公
の

號
な
り
、
撫
育
の
恩
に
答
う
。

正
傳
寺
の
主
務
を
大
疑
に
付
し
、
こ
れ
よ
り
細
目
の
大
仙
寺
を
興
し
、
東
陽
和
尚
挿
草
の
道
場
を
守
ら

ん
と
す
。

江
府
に
行
き
、
春
日
局
の
蹄
依
を
受
く
。

伊
達
政
宗
、
愚
堂
を
瑞
巖
寺
に
迎
え
ん
と
す
る
も
、
こ
れ
を
蹉
し
て
行
か
ず
。

ま
た
江
府
に
行
き
、
東
叡
山
に
登
り
、
慈
眼
大
師
に
謁
す
。

七
月
十
七
日
、
庸
山
和
街
示
寂
す
。
壽
六
十
八
、
景
暉
を
し
て
聖
澤
の
院
事
を
績
が
し
む
。



寛

永

五
年

寛
永

七
年

寛

永

十
年

寛
永
十
二
年

寛
永
十
三
年

(
五
十
二
歳
)

(五
十
四
歳
)

(五
十
七
歳
)

(五
十
九
歳
)

(六

十

歳
)

寛
永
十
四
年

(六
十

一
歳
)

寛
永
十
五
年

(
六
十
二
歳
)

寛
永
十
八
年

(
六
十
五
歳
)

寛
永
十
九
年

(
六
十
六
歳
)

寛
永
二
十
年

(
六
十
七
歳
)

正
保

元

年

(
六
十
八
戯
)

正

保

二
年

(
六
十
九
歳
)

愚

堂
、國

師

の

羅

愚
堂

、
妙

心

に
瑞

世
す

。

東

陽

和
尚

の

『
宗

門

正
燈

録
』

を
刊
行

し
、
ま

た
績

い
て

『
輝

林
類

聚
』
『
聯
珠

詩
格

』
等

を
醗
刻

す
。

正
月

、
東

光

寺
瑞
雲

和

筒
示
寂

す

。

十

二
月

二
十

四
日
、

愚
堂

再

び
妙

心
寺

に
住
す

。
上

堂

の
語
、

『
寳

鑑
録

』

に
載

す
。

四
月

十

三
日
、

愚
堂

を
仙

洞
御
幸

の
間

に
召

さ
れ
、
法

式

道
場

を
嚴

備

し
て
、

盛
大

な

る
陞
座
読

法

を

な

さ
し

む
。

(
こ
の
と
き
の
文
書
の
往
復
は
、
華
山
寺
費
物
の
書
翰

に
あ
り
)

ま
た

江
府

に
行

く
、

將
軍

家
光

、
愚
堂

を

迎

え
ん

と
す

る
を
聞

き
、

漕

か

に
遁

れ

て
美

濃
少

林
寺

に
入

る
。

こ
の
春
、

大
仙

寺
落

成

し

て
盛

大

な

る
落
慶

式

を
行

う
。

(
一
説
に
は
寛
永
士

二
年
と
い
う
)

と

の
年

、
後

水
尾

上
皇

、

愚
堂

を
仙
洞

に
召

す
、
封

御

の
法

要
、

『
寳

鑑
録

』

に
載
す

。

十
月

、
江

府

に
行

く
、

途

に
至
道
無

難
、

從

う
て
途

に
出

家
得

道
す

、
時

に
年

四
十
。

(
異
設
多
し
)

三
月
、

大
仙

寺

に
蹄

る
。

こ

の
年

、

三
月

よ
り

五
月

に
至

る
ま

で
大
飢

謹

に
て
餓

死
す

る
も

の
多

し
。

愚
堂

、

大
仙

寺

の
藏

を
開

い
て
飢

謹

を
救

う
。

(
『
大
仙
寺
夜
話
』
)

十
月

朔

日
、

三
度

、
妙

心
寺

に
住

す
。

上
堂

の
語

『
寳

鑑
録

』

に
載
す

。

ま
沈
仙

洞

に
入

つ
て
説
法

す
。

こ
れ

よ
り
以

後
、

し
ば

し
ば

禁
閾

に
出

入

せ
ら

る
。

一
練

文

守

に
印
記

を
授

く
。

(『
正
法
山
誌
』)

四
月

十

九

日
、
宮

本

二
天
、

通
構

武
藏

残
。
年

六
十

二
、

一
読

に
六
十

四
。

(『
日
本
輝
宗
年
表
』
)
武
藏

は

愚

堂

に
参
ず

と

い
う

も
確

た

る
資

料

な
し
。

大
仙

寺

に
は
、

傳
説

と

し
て
、

武
藏

の
坐

縄
石
、

二
天

圓

五



祠

學

,
、研

,究

正

保

三

年

(
七

十

戯
)

正

保

四
年

(
七
十

一
歳
)

慶
安

元

年

(
七
十
二
歳
)

慶

安

二
年

(
七
十
三
歳
)

慶

安

四

年

(
七
十
五
歳
)

承

慮

二
年

(
七
十
七
歳
…)

承

磨

三

年

(
七
十
八
歳
)

明

暦

元

年

(
七
十
九
歳
)

明

暦

三

年

(
八
十

一
歳
…)

萬

治

元

年

(
八
十
二
歳
)

山
ノ、

 

明
の
瀧
あ
り
。
(『
大
仙
寺
夜
話
)

十
二
月
十

一
日
、
澤
庵
宗
彰
示
寂
す
、
壽
七
十
三
。

三
月
十
九
日
、

一
懸
文
守
示
寂
す
、
壽
三
十
九
。

夏
、
江
府
に
赴
く
、
諸
大
名
の
館
に
在
り
て
多
く
の
信
者
を
化
す
。

豊
後
に
養
徳
寺
を
創
建
す
、
崇
山
を
し
て
住
せ
し
む
。
(
一設
に
は
正
保
二
年
と
い
う
)

こ
の
年
、
愚
堂
の
頂
相
を
法
眼
探
幽
が
圖
す
。
愚
堂
自
賛
し
て
、
「
濱
箇
是
什
慶
、
實
相
元
來
非
諸
相
、

咄
、
這
箇
是
什
腰
形
相
」
と
。
(大
仙
寺
所
藏
)

至
道
無
難
に
印
可
す
。
時
に
年
四
十
七
。
(『近
世
輝
林
曾
賓
傳
』)

愚
堂
、
豊
後
の
養
徳
寺
に
行
く
。
(『養
徳
通
鑑
』
第
一
)

伊
勢
に
申
山
寺
を
創
建
し
て
、
こ
れ
に
住
す
。

無
着
道
忠
生
る
。

四
月
、
中
山
寺
を
爽
し
、
江
府
に
往
き
、
松
卒
直
次
の
別
館
に
寓
す
。

江
府
に
正
燈
寺
を
創
建
す
。

七
月
、
黄
巣
隠
元
來
朝
す
。

正
燈
寺
に
移
り
住
す
。

十
月
、
美
濃
に
鋸
り
、
眞
正
寺
に
住
し
て
、
そ
の
頽
慶
を
復
興
す
。

五
月
、
賀
州
山
中
温
泉
に
行
き
、
た
ま
た
ま
大
愚
和
尚
と
會
す
。

美
濃
伊
自
良
に
高
井
寺
を
創
建
し
、
固
公
及
び
考
批
の
菩
提
に
酬
ゆ
。

(高
井
寺
は
明
治
維
新
の
と
き
駿
寺



萬

治

二

年

(
八
十
三
歳
)

萬

治

三

年

(八
卜
四
歳
)

寛

文

元

年

(八
十
五
歳
)

と
な
る
)

こ
の
年
、

皇
帝

、
愚

堂
を

召

し
て
心
要

を
問

う
。

(『
寳
鑑
録
』
に
劃
御
の
法
語
を
載
す
)

こ
の
冬
、

山
科

華

山
寺

に
入

る
。
華

山
寺

は
、

も

と
天
憂
宗

な
り

し
が

、

住
持
雷

峰

、
元

和
年

中
愚

堂

に
参

じ
、

こ
の
年
、

後
水

尾

上
皇

の
内
勅

に
依

り
、

臨
濟

宗

に
蒋

ず

。

八
月

八
日
、
雲

居
希

膚
示

寂

す
、
壽

七
十

八
。

九
月
十

二
日
、

妙

心
寺
開

山

三
百
年

遠
忌

豫
修

、
四

住
妙

心

と
な
り

て
導

師

を
勤
む

。

愚
堂

、
仙

洞

に
詣

る
。

(
『
寳
鑑
録
』
)

六
月

、
伊

勢
路

を
経

て
、

美
濃

の
眞

配
き

よ
り

大
仙

芽

に
蹄

る
。

夏

の
始

め
、
美

濃

の
大
仙

寺

を
獲

し
、
江

州
妙

感
寺

の
修

繕

を
見

て
、

山
科
華

山
寺

に
入

る
。

十
月

朔

日
、
華

山

寺

に
て
示
寂

。

三

愚
堂

の
傑

出

せ

る
貼

は
、
先
ず

第

一
に
生
れ

な
が

ら

の
法

器

で

あ

つ
た

こ
と

に
起

因
す

る
。
偉

大

な

る
人
物

は
、
誰

で
も
、

そ

の
幼

少

の
頃

に
は
苫

境
が

つ
き
ま

と

つ
て

い
る
も

の
で

あ

る
が
、
愚

堂

も
た

し
か

に
、

そ

の
出

生

か
ら

し

て
、

あ

ま
り
恵

ま

れ
て

い
な

か

つ
た
。

『
年

誰
』

に
依

る
と
、

申
條

播
磨

守

が
美
濃

の
伊

自

良
を
鎮

し
た
時
、

母
が

播
磨

守

の
侍
妾

と

な
り
、

そ

の
妊

め
る

に
及

ん

で
、

門
客

の

伊
藤

紀
内

に
嫁

せ
し

め
た

と

い
う

て

い
る
。

ま

た

一
説

に
は
加

州
朝
倉

家

の
實
子

と

い
い
、

そ

の
臣

に
伊

藤

記
内

が

あ
り
、

朝
倉

が
戦

死

し

た

の
で
、
愚

堂

を
孕

ん
だ

母

は
記
内

と
結

び
、

落

ち
人

と
な

つ
て
伊

自
良

に
棲

ん
だ

も

の
と
も

い
う

て

い
る
。

(
『
養
徳
通
鑑
』
別
記
)
ま

だ
、

こ
の
外

に
も

説
が

あ

る
。

愚

堂

國

師

の

縄

七



暉

學

研

究

八

と

に
か
く
、

愚
堂

の
父

母

は
落

ち
人

で
あ

つ
て
、

そ

の
生

活

に
さ

へ
苦
ん

だ
も

め

と
も
見

え
る
。

そ
れ

を
見

る

に
見

か

ね
て
、
郷

人

の

島
戸

作
右

衛
門

が
愚

堂

を
養

つ
た

と
も
傳

え

て

い
る
が
、

し

か

し
、

輝
門

に
縁

が

あ

つ
て
、

東
光

寺
陽

徳
軒

の
宗
固

首

座

に
愛

せ
ら

れ
、

こ
の
首
座

が
實

に
立

派

な
人

で
、

こ

の
人

に
し

て
愚
堂

を
大
成

せ
し
め

、
愚
堂

も

ま

た
、

こ

の
人

の
深

恩

に
感
銘

し

て

い
た

こ
と

は
重

々

で
あ

る
。

愚

堂

の
躯
幹

極

め

て
魁

偉
、

廣
穎

豊
頬

、
耳

輪
厚

く

し

て
長

く
、

眼
光

ま

ば
ゆ

き
ば

か
り

輝

き
、
見

る
も

の
覧

え
ず

葬
服

せ
し
め

た
と

傳

え

て

い
る
。

「
建
容

貌
魁

偉
、
横

額

豊
鼻

、
耳

輪
厚

而
長

、
眼

睡
稜

而
光

、
見

者

心
服
」

(
『
本
朝
高
曾
傳
』
四
+
三
、
全
書
本
六
二
〇
丁
)

愚

堂

の
木
像

、
頂

相

は
多

く
傳

つ
て

い
る
が

、

な
か

に
も
華

山
寺

の
木
豫

の
如

き

は
實

に
立
派

な

も

の
で
、
愚
堂

の
全
身

は
、

そ

の
下

に
葬

ら

れ

て

い
る
。

後
、

明
治

年
間

、
故

あ
り

て
改

葬

せ
ら

れ
た

と
き
、

そ

の
躯

幹
極

め

て
大

き

い
よ
う

に
思

わ
れ

た
と

い
う
話

も
聞

い

て

い
る
。

ま

た

『
寳

鑑
録

』

を
讃

ん
で
見

る
と
、
後

水
尾

上

皇
が
愚

堂

を
召

し

て
奏

封

玄
談
精

微

、
皇

情
殊

の
外
喜

び
給

う

て
後

、
源

内

府

通
村

に
語

つ
て
曰

く
、

「
道

貌
奇

一勝
、
僻

氣
　純
魅
旧、
眞

輝
林

亘
材

也

」

(『
賓
鑑
録
』
下
巻
三
八
丁
)

と

い

い
、

ま

た
或

る
と

き
は
、

「
上
皇
起

目

途
、

且
謂

二
通
村

一日

、
今
時

碧

眼
胡

僧
也

」

(『
寳
鑑
録
』
下
巻
三
九
丁
)

と
も

い
わ

れ

た
と

あ
る
が

、
實

に
達
磨

そ

つ
く
り

の
禮
躯

で

あ

つ
た
か

も
知

れ
ん
。

そ

の
頃

の
愚
堂

は
、
そ

の
當
時

の
第

一
人
者

で
も

あ

り

、
最

も
圓

熟

し
た
宗

匠

で
、

い
か
に
上

皇

の
前

に
出

て
も
、

臆

せ
ず

、

法

の
第

一
義

を
提
唱

せ
ら

れ
た
も

の

と
思

わ

れ

る
。

後
水

尾

上
皇

の
御

信
仰

に
就

て

は
、
辻

善
之

助
氏

の

『
日
本

佛
敏

史
之

研
究

』
績

篇

四
八
五
丁

已
下

に
委

し
く
論

ぜ

ら

れ
て

い
る
が

、

要

す

る

に
、
御

蹄
依

の
曾

と

し
て

は
、

一
孫
文

守
、

澤
庵

宗
彰

、
鳳

林
承

章
、

雲

居
希
麿

、

愚
堂
東

建

、
龍

漢
性
酒

な

ど
を
學

げ

、
な

か



に
も
愚
堂

に
於

て
は
、
寛

永

十

三
年
、
院

御

所

に
於

て
特

に
法
式

を
備

え

て
、

陞
座
設

法

せ

し
め
ら

れ

た

こ
と
は
特
筆

す

べ
き

こ
と

で
あ

つ
だ
と

い
わ

れ
て

い
る
。

私
も

嘗

て
華

山
寺

に
行

き
、

そ

の
往
復
文

書

を
見

、
そ

の
論

法
圖

を
見

て
、

そ

の
盛
儀

の
法

會

で
あ

つ
た

こ
と

に
驚

い
た

こ
と
が

あ

る
。

そ

の
説
法
圖

は
、
川

上
孤

山
氏

の

『
妙

心

寺
史

』
下

巻
、

そ

の
他

『
妙

心
寺

六
百
年
史

』
、

古

田
紹
欽

氏

の

『
愚

堂

、
無

難

、
正
受

』

に
も
載

せ
ら

れ

て

い
る
が

、

そ

の
原

本

は
恐

ら
く

、

こ

の
華

山
寺

の
寳

物

に
依

つ
た

も

の
で
あ

ろ
う
。

ま

た
愚

堂

八
十
四
歳

の
と

き
、
愚

堂

よ
り

し

て
皇
上

の
仙

洞

に
詣
り

、
日

く
、

亟

算
漸
高
登
鐘

暫

臣
暴

二西
些

、
他
時
朝
見
難
・期
、
申

是
來
候
、
上
皇
感
毒

≧

、
奏
封
移
・景
、
困
二
臥
御
座
之
卿

、
鼻

息

駒
餉

、
上

皇
観

下
其

老
而
無

二
蝕

想

一
、
道

容
殊

絶
上
、
待
二
其
醒

一不

二
肯
起

一
、
師

銑
籍

言

二
老

倦
狽
嘔

息

一、
便

僻
退

」

(『
宗
統
八
胆
傳
』
三

四
丁
)

と

い
え

る
が
如

き

は
、
實

に
愚

堂

な
ら

で
は
出
來

な

い
こ
と

で
、
無

心
な
姿

を

あ
ら

わ

し
、
少

し
も

髄
裁

を

よ
そ

わ
ざ

る
と

こ
ろ
、

天
然

の
暉
匠

と

い
う

て
も
過

言

で
は

な
か

ろ
う
。

師

蟹

も
、

こ
れ

を

『
本

朝
高

曾
傳

』

に
蟹

し

て
、

次

ぎ

の
よ
う

に

い
う

て

い
る
。

「
寳

鑑
國

師
出

二
於
租

道
乾

枯
之

秋

一
、
主

二
盟

大

法

一、

於

r
是
雲

居
麿

、
大

愚
築

、

一
練

守
諸
師

相
繊

而

出
、
宗

風
起

暉
化
行

、

此
又

國

師
先

偶

之
績

也
、

且
夫

假
二
媒

干
降

龍

之
傍

一、
鼻

雷

震
二
天
闘

哺者
世

復

稀

γ聞

、
昔

育

王
崇
砧

縄

師
、
明

太

租
屡
召

封
、
或

時

假
罧

、

鼻

息

有

γ
聲

、
隣

坐

引

γ裾

覧

γ
之

、
太
租

嘆
日

、
此
老

人
無

二
機

心

一
、
誠

善
知

識

也
、
與

一一國

師
之

畢
暦

一有

二
遺
類

一　

」
(
『
本
朝
高
曾
傳
』

四
十
四
、
全
書
本
六

二

一
丁
)

か

か

る
暉

匠

は
、

も
ち

ろ

ん
修
行

の
結

果

で
は

あ

ろ
う
が

、

そ
れ

よ
り
も

、
過
去

世

の
宿

殖
深

厚

に
よ
り

、

生
れ

な
が
ら

の
法

器

で
あ

つ
た

こ
と

に
起

因
す

る

も

の
と
私

は
信
ず

る
。

四

愚
堂
國
師

の
輝

九



鐸

學

研

究

一
〇

し
か

し
、

い
か

に
天

然

の
琿
匠

と
は

い
え
、
そ

れ

に
至

る
ま

で
に
は

、
實

に
血
滴

々
の
修
行

を
積

ん
だ

も

の

で
、
愚
堂

も

、

そ

の
修
行

時

代

に
は
善

き
俘
侶

を

得

て
切

磋
琢

磨

し
、

し

か
も
明

眼

の
宗

匠

を
歴
訪

し
て
、
宗

旨

と

い
う
も

の
を
、

し

つ
か
り

と
掴

ん

で
、
最

後

の

牢
關

を
撤

底

的

に
透
過

し
得

た

と

い
う

べ
き

で
あ

っ
た
ろ

う
。

そ

こ
に
、
愚

堂

の
紹

大

な

る
識

見

を
具

し
、
高

く
眼
を
著

け
た

暉
匠

と
な

り

得

た
も

の

で
、

そ

の
修
行

に
第

工
の
傑
出

し
た
特
異

性
が

あ
ら

わ

れ

て

い
る
も

の
と
思

う
。

愚
堂

の
修

行
時

代

の

こ
と
は

『
年
譜

』

に
、

あ
ま

り
委

し
く
出

て

い
な

い
が

、
と

に
か

く
十

六
歳

の
と

き

に
、

す

で

に
生
死

の
問

題

に

關

し
て

一
の
疑
情

を
起

し

た
。
皆

し
死
後

わ

れ
ら

の
心
身
が

無

い
と

し
た

な
ら
ば

、
誰

の
た
め

に
化

道
す

る
か
、

若

し
有

り

と
し

た
な
ら

ば

、

そ

の
形

跡

を
見

な

い
で
は

な

い
か
と

い
う
疑

情

で

あ

つ
て
、

こ
の
問

題

の
解

決

の
た

め

に
寝

食

を
忘

れ
た

と

い
う

の
で

あ
る
。

そ

れ

か
ら

十
九
歳

、
始

め

て
行
脚

に
出

で
、

諸

方

の
善

知

識

に
歴

参

せ
ら

れ
、

そ

の
當
時

の
銅
頭

鐵
額

と

い
わ

れ
る
雲

居
、

大

愚
、

了
堂

、
洛

浦

、
大

雲
、

回
天

な
ど

と
件

を

結

ん
で
、

江
海

を
遊

び
、

山
川

を
渉
り

、
師

を

尋

ね
道
を
訪

う

て
参

暉
を

な

し
た

の
で

あ
る
。

ま

た
自
坊

に
蹄

れ
ば

と
て
、
決

し
て
甘

く
迎

え
ら

れ

た

の
で
は
な

く
、

稗
粥

一
椀

に
数

日

の
勢

と

い
つ
た
わ

け

で
、
本

師
瑞

雲

は
、
夏

の
盛

り

に
茂
公

(F

英

と

い
い
、
後

に
東
漸

宗
震

の
法
を

嗣
ぐ

)
と
共

に
池

を
掘

ら

し
め

た
と

い

い
、

ま

た
冬

に
も

な
れ
ば

、
傷

寒

の
疾

に

か
か
り

瀕

死

の
璽

態

に
も

な

つ
た
と

い
う

の

で
あ

る
。

故

に
愚
堂

も
往

事

を
追
懐

し
て
、
,
「
師

日

、
我

昔
時

、
在

二
瑞
雲

威

一
、

忍
飢

榮
苦

・

雲

不

レ
顧

也
」

(『
年
譜
』
五
丁
)
と

い
う

て

い
る
が
、

こ
れ
が
宗

門

の
親
切

と

い
う
も

の
で
あ

つ
た

ろ
う
。

も

と
よ
り

、
瑞

雲

の
と

こ
ろ

に
は
、

そ

の
近

く

に
受
業
師

宗
固

首
座

が

あ
り

、

そ

の
指

導

よ
ろ

し
き

に
依

つ
て
、

愚
堂

に
修

行

の
隙

を

與

え
ず

、
次

ぎ

か
ら

次
ぎ

へ
と
擾

草
参

玄

せ

し
め

た

の
で
あ

る
。

し
か
も

、

そ

の
修
行

に
進
む

や
、

誰

の
法

を
嗣
ぐ

べ
き
や

も
慮

り
、
最

後

に
聖
澤

の
本

庵

に
行

き
、
庸

山

の
毒

手

に
鰯

れ

し
め

た

の
も

、

こ

の
宗
固

首

座

で
あ

つ
た

と

い
う

の
で
あ

る
。
す

な

わ
ち

『
年

譜
』

三

十

一
歳

の
條

を
讃

ん

で
見

る

と
、
宗
固

首
座

が

京

に
上
り

、
聖

澤

の
庸

山

に
向

つ
て

い
う

に
は
、

「
吾

東
陽

派

下
、

以
二
和
尚

一爲

二
嫡

流

一
、
然

デ

ー
扁
二
承
嗣
之

人

一
、
建

者
吾

家
駿
駒

子

也
、

可

γ惜

、

至
下
以
一一千

里
良
能

一
、

一
旦
放
中
置



他

櫃
中

上
也

」
(
『
年
譜
』
九
丁
)

と
、
實

に
庸

山

は
東

陽

派
下

の
嫡

流

で
あ

る
。
東

陽
英

朝

、
大
雅

端
匡

、
功

甫
玄

勲
、
先

照

瑞
初

、
以

安
智

察
、
東

漸
宗

震

、
庸

山
景
膚

と
相
承

け

て

い
る
が

、
未

だ
庸

山

に
は
承

嗣

の
人
が

な

い
。

こ

の
愚

堂

こ
そ

そ

の
人

な
り

と
宗
固

首
座

が
読

け
ば

、
庸

山

も
是

な
り

と
信

じ
、
急

に
天
長

下

に
あ

つ
て
修
行

し
て

い
た
愚

堂

を
召

し
た

と

い
う

の
で
あ

る
。
天
長

は
悟

漢
下

興
宗

の
玄

孫

で

あ

つ
て
、

愚
堂

を
迎

う

る

に
温
情

を

以
て

し
、

そ

の
法
嗣

に

せ
ん

と

の
意

が

あ

つ
た
と
傳

え

て

い
る
。

若

し
愚
堂

に
し
て
、

そ

の
意

あ
り

と

せ
ば

、
悟

漢

の
東
海

派
下

の
法

系

に
属

す

る
人

と
な

つ
た

か
も
知

れ

な

い
。

然

る

に
宗
固

首
座

は
東
陽

派
下

の
《

で
あ

つ
た
が

た

め

に
唱

法

を
重

ん
じ

て
、

そ

の
本
庵

の
庸

山
和

尚

を
動

か

し
た

の
で
あ

る
。

も

と
よ
り

、
庸

山

と
愚
堂

と

の
師
資

が
機

縁
相

契

わ

ね
ば

致
方

が

な

い
が

、

よ
く
愚

堂

は
、
庸

山

の
痛

棒

を
喫

し

て
、
そ

の
法

器
を
燈

究

錬
磨

レ
、

庸

山
ま

た
愚
堂

の
法
器

を
見

て
、
辛

辣

な

る
手

段

を
弄

し
、

悪
毒

を
頭

上
よ
り

ひ

つ
か

け
た

と

い
う

の
で
、

こ

こ
に
全

く
扶

桑
第

一
の
毒
華

を
開

か

し

め
、

上
皇

天
皇

の
尊

貴

に
封

し

て
さ
え
、

法

の
爲

め

に
は
親
切

の
限

り

を
蓋

さ
れ

た
の

で
あ

る
。

す

な
わ

ち
、

上
皇

に
封

し
て
は

、

「
一
日

、
上

皇
下

二
御
座

一、

投

γ誠

嚢

二
露

容
餓

一日
、

請
直

垂
二
開

示

一、

師

墾

二
似
本

分

一
著

子

一、

上
皇
猫

豫
未

『
決

、
師

振

γ威

打
座

一
墾
白

、
局

獲

二
疑
著

一慶

、
上

皇
驚
動

忽
有

γ省

」

(『
宗
統
八
租
傳
』
三
〇
丁
)

と
あ
り

、
眞

に
達
磨

と
梁

の
武
帝

と

の
商

量

の
如

き
感
が

あ

る
。
ま

た
天

皇

に
封

し
て
も

、

「
今

上
皇

帝
、

召

二
師
於
禁

闘

一、
宣

二
問

心
要

一、
師

奏

日
、
夫

一
大
事

因
縁
、

不

γ
同
二
頼

紅
輕

機

、
踏

レ
地
伯

γ痛

之

論

一
、
直
須

下
深
爽

二

容

信

一、
著

實

省
察

上
、
自

然
到

二
道

徳
之

域

一、
伏
翼

、
恢

二
弘

廣
大

之
慈

心

一、
覆
=
儒

億
兆

之

黎
庶

一、
若

又
高

居
二
尊

位

一、

日
用
専

任
二

嬌
侶

邪

僻
之

情

一、

則
其

感
二
地
獄

之
業

一
、
殆
劣

二
於
卑

賎
者

一
、
讐

如
下
墜

γ自

γ
高

者
必
損

γ
命

、
而
自

γ
低

者
鮮

∋
有

二
此
累

一、
帝

粛

容
拳

拳

、
深

以
爲

γ
然

、
其
持

レ論

勤
正

、
尊

卑

一
節
皆

類

γ
此
」

(『
寳
鑑
録
』
下
巻
四
〇
丁
)

愚

堂

國

師

の
'輝

一
一



暉

學

研

究

=

一

と

い
い
、

尊
貴

の
身

は
却

つ
て
堕
獄

の
罪

重

し
と

説

い
て

い
る
が
如

き

は
、
實

に
法

の
前

に
は
、
少

し
も
遠

慮

し
な

か

つ
た

と

い
う
愚
堂

の
態
度

が

は

つ
き
り

と
窺

え
る
。

す

で
に
、

上
皇
天

皇

の
尊
貴

に
封

し

て
さ

え
、

こ

の
あ
り

さ
ま

で
あ

つ
た

か
ら
、

一
般

の
會

下

に
封

す

る
接

得
振

り

は
、

極

め
て
悪
辣

な

も

の
で
あ

つ
た
。

「
李

生
施

二
悪
辣

手

脚

一
、
不

三
少
假

二
人
情

一、

至
下
躍
二
倒

階
下

一
、

棒

下

蒙
中
瘡

痕
上
、

所

以
學

者

多
望

γ
崖
而

退
、

居
恒

接

二納

四
來

一、

不

γ
專

二威

儀

禮
樂

一、
然

江

湖
之
飽

参

自
然

服
膚

耳
」

(『
宗
統
八
祀
傳
』

一三
二
丁
)

こ
れ
ら

に
依

つ
て
考

え
て
見

る

と
、
愚

堂

の
接
得

振
り

は
悪
辣

の
手

脚

を
施

し
た
も

の

で
、

容
易

に
許

さ
ず

、
室

内

よ
り
追

い
出

し
、

階
下

に
突

き
落

す

な
ど
、

雲
水

に
、

な
ま

き
ず

の
絶

え
間

が

な
か

つ
た

と

い
う
も

の
で
、

ま

こ
と

に
開

山
無
相

大
師

の
接

得

振
り

そ

の
ま

ま

を
現
出

し

た
も

の
と
見

て
も
良

か
ろ

う
。

五

次

に
愚
堂

の
傑

出

せ

る
第

三

の
黙

は
道

眼
圓

明

と

い
う

こ
と
で

あ
る
。

す

な
わ
ち

愚
堂

の
縄

は
開

山
無

相
大

師

そ

の
ま
ま

の
正
法

繹

で

あ
り

、
東
陽

英

朝

一
派

の
正
燈

暉

で
あ

つ
て
、

純

の
純

な

る
も

の
で
あ

つ
た
。

前

に
も

い

え
る
如

く
、

そ

の
室

内

は
極

め

て
峻

烈

で

あ

つ

て
、

末
代

に
相
慮

す

る
念

佛
暉

で
も

な
く
、

從

つ
て
ま

た

口
頭

暉

で
も

な
く
、
文

字

暉

で
も

な
か

つ
た
の

で
あ

る
。

愚

堂

の
晩

年

に
黄
巣

の
隠
元
が

支

那

か
ら
來
朝

し
て

き
た
。

隠
元

が
妙

心

を
乗
り

取

ろ
う

し
た

の

か
、
妙

心
σ
或

る

一
派

の
人
が

隠

元

を
利

用

し
て
宗

旨

に
喝

を
入

れ
よ
う

と

し
た

の
か
、

そ

の
貼

は
、
は

つ
き
り

し
な

い
が
、

と

に
か

く
、

そ

の
聞

の
事

情

は
委

し
く

川
上

孤

山
氏

の

『
妙

心
寺
史

』
下

巻

二
七
七
丁
、
古

田
紹

欽
氏

の

『
愚
堂

、
無

難
、

正
受

』

四
九
丁

に
も
論

じ
て

い
る
。

隠

元

の
來

朝

は
承
鷹

三
年

七
月

で
あ

つ
て
、
妙

心
と

し
て
は

三
百

年
遠

忌

五
年
前

で

あ

つ
た
。

遠
忌

の
準
備

と

し

て
、

諸
堂

伽

藍

の
新



築
改

築

の
ど

さ

く
さ

の
と
き

で
あ

つ
た
。
す

で
に
遠
忌

の
準

備

は
承
慮

元

年

に
始

ま
り

、
法

堂

、
方

丈
、
庫

裡

、
茶
堂

(寝

室
)
及
び

玉
鳳

院

な

ど
を
造

螢

す

べ
く
決

議

し
、

こ
れ
が

工
事

に
着
手

し
、

何

れ
も
萬

治

二
年

の
春

ま

で
に
竣

工
す

る

こ
と

に
な

つ
て
い
た
。

そ

の
と

き
、
隙

元
が

來
朝

し
た

の

で
、

こ
の
隠
元

を
妙

心

に
拝
請

し
、

遠
忌

の
導

師

と
な

し
、
關

山

の
宗

風

に

一
大
革

新

の
氣
分

を

加

え
ん

と

し
た
輩

も
あ
ら

わ

れ

た

の
で
あ

る
。
す

な

わ
ち
、

そ

の
代
表

者

は
龍
漢

、
濁

照
、

提
州

な

ど

と

い
わ
れ
、

な

か
に
も
龍

漢

の
如

き

は
、

そ

の
喬

策

に
最

も
狂

奔

し
た

一
人

で

あ

つ
た

と
思

わ

れ
る
。

然

る

に
、

こ
れ
等

の
書

策

に
反
封

し
、
妙

心
は
妙

心

と

し
て
關

山

一
流

を
相

承

し
、

法
統

を
長

く
安

泰

な
ら

し
め

た
も

の
は
、
實

に
、

こ
の

「
幸

い
に
愚
堂

の
在

る
有

り

」

で
あ

つ
た
と

い
わ

ね
ば

な
ら

ん
。

す
な

わ
ち

『
年
譜

』

明
暦

元
年

乙
未

、

七
十

九
歳

の
條

に
、

「
隠
元

和
街

、
從

二
明

國

一航

海
來

朝

、
將
下
蒙

二
公
家

許

一入

中
江

府
上
、

關

山
門
下

、
在

γ
府

諸
寺

相
議

、
欲

下
請

三
兀
於
天
澤

一、
令

申
闊

府

臨

禮
上
、

梵

竺
印

代

γ衆

詣

二
正
燈

一日

、
和

尚
幸

在

=
斯
地

一、
宗

門
愈

同
議

、
未

レ
審
、

尊

意
如

何
、

師

、
悌

然

徐
日

、

我

聞
隙

元
念

佛

是
否

、
印
日

、
否

、
蓋
揮

二
嚴
顔

一也

、
師
日

、
雲

居

已
念
佛

、
今

元
亦

念

佛
、

縦
堕

二
在

八
萬
泥

梨

一底
、
吾

這

裡
租

師
輝

也
、

元

、
他
日

於

二
吾

租
門

一、
將

有

γ
稗
乎

、
又

有

レ害

乎
、

未

レ
可

γ
知
也

、
然

錐

γ如

γ
此

、
孤
論

難

γ
持
、

且
任

=
衆
議

一耳

」
(
『
年
譜
』

三
八
丁
)

と

い
い
、
ま

た
愚

堂
が

隠
元

を
議

し
た

こ
と
は
、

無
著

の

『
正
法

山
誌

』
第

七
巻

に
も
委

し
く

出

て

い
る
。

そ

の
な
か

の

一
節

に
曰

く
、

適

國

師
櫨

前
向

!
火
從

容

謂
日

、
龍

漢
等

年
梢

老
　

、
何

復
不

γ
知

二
大
艦

一耶
、

山
櫓

今

日
、

我

國

輝
門

大
老

、

錐

二
徳
不

7
足

γ
饗

、
隠

元
何

不

昌
一
來

講
二
相

見

之
禮

儀

一耶

、
異

國

曾
不

γ
知
二
法
門
規

則

一也
、

如

γ
此
、

山
僧
自

績

=
關

山
正
宗

一、

何
遽

往
見

γ
他

、

作

二
沙
彌

童
行

之
爲

一耶

」
(
『
妙
心
寺
誌
』

一
六
三
丁
)

と
、

こ
れ

に
依

つ
て
も
愚
堂

の
風
格

の

一
片

を
知

る

こ
と
が
出

來

る
。
恰

か
も

隙
元

を
眼

下

に
見

く
だ

し

て
、
我
が

と

こ
ろ

に
、
相

見

の

禮

儀

を
講

ぜ
ぎ

る
不

所
存

も

の
と

い

つ
た
言
動

は
、

愚
堂

な

ら

で
は

い
え
な

い
と

こ
ろ

で
あ

ろ
う
。

愚
堂

が

三
百
年

遠
忌

の
導

師

を
勤

め

た
と
き
、

そ

の
香
語

に
、

コ

一
十

四
流

日
本

繹
、

惜
哉

大
牛

失
二
其

傳

一、
關

山
幸
有

二
愚

堂

在

一、
績

焔
聯

芳

三
百

年
」

と
唱

え
ん

と

し
た

愚

堂

國

師

の

輝

ご
二



輝

學

研

究

一
四

と

き
、

大
愚

は
、

「
第

三

句
、
須

γ改

二
爾

字

一、
愚

堂
云
如

何

、
大

愚
日

、
大

愚
亦

在
、

何

得

γ言

三
幸
有

ご
愚
堂

在

一、

愚
堂

笑
肯

、

途
改

日
、

關

山
幸
有

二

児
孫

在

一」

(『
正
法
山
誌
』
第
七
巻

一
五

一
丁
)

と
、

そ

の
識

見

の
高

逼

な
る

こ
と
、

實

に
驚

く

べ
き
も

の
が

あ

る
。

こ
れ
は
決

し
て
空

盧

な
見
識

で
な
く

、

一
時
的

の
虚

榮

を
張

つ
た
と

い
う

の

で
は

な

い
。
眞

に
愚
堂

の
肚

裏

を
打

ち

割

つ
て

の
話

で

あ
る
。

こ
の
關

山

の

一
流

は
、

こ
の
愚
堂

一
人

に
依

つ
て
立

つ
て

い
る
と

い
う
紹

大

な

る
自

信
力

か
ら
遜

り
出

た

一
句

で
あ

つ
た

と
思

う
。

ま

た
隠
元

と
し

て
も
、

こ
れ

に
劣

ら
ず

、
隠

元
が

妙

心

に
來

り

、
開

山
塔

に
於

て
舞
を

な

さ
ず

、

「
關

山

道
眼

明
不
明

、
未

γ可

γ
知

、
無

γ
葬
而

可
也

」

(『
正
法
山
誌
』
第
七
巻

一
六
三
丁
)

と

い

つ
た
と

あ
る
が

、

こ
れ
が
果

し
て
彼

の
肚
裏

か
、

た
だ
狂
妄

誇

大

の
振
舞

を

演

じ
た

も

の
か
も
知

れ
な

い
が
、

こ
れ

に
依

つ
て
愚
堂

の
怒

り

に
鯛

れ

た

こ
と

は
事
實

で
あ

つ
た
。

愚
堂

め

儒
ら

ぎ

る
肚
裏

と

い
う
も

の
は
、

嘗

て
後

水
尾

法
皇

が
謁

工

に
命

じ

て
、

愚

堂

の

嫁

を
圖

せ
し
め

、

そ
れ

に
自
費

す

る
よ

う

に
、
鳥

丸
光

廣

を
中
使

と
し

て
、
愚
堂

に
詔

が

あ

つ
た

の

で
あ
る
。

す

る
と
、

愚
堂

は

、
こ
れ

に
封

し

て
恐

催

し
、

「
老
檜

無
徳

、

量
有

二

此
事

一耶
、

只

詔
錐

γ
可

γ拒

焉
、

且

以
二
和
歌

一作

γ
賛

、
贅

日

、

あ

し
原

や
紹

え

て
ひ

さ
し
き

の
り

の
道
踏

み
わ

け
た

る
は

こ

の
翁

な

り
」

と
、

こ
れ

に
依

つ
て
も
、
愚

堂

の
尊

き
信
念

の
程
が
窺

わ
れ
、

そ

の
當
時

の
第

一
人

者

を
以

て
自

他
土
ハ
に
許

し

て

い
た
感
が

あ
る
。

そ

こ

で
法

皇
も

、

「
法

皇

嘘
賞
、

久

γ
之
日

、
験

曾

詔
二
一
縣

一、

令

γ績

二
他
血

賑

一
、
爲

;
他
有

二
此

氣

象

一也

、
非

二
愚

堂

一者

、
登
能

爲

二
此
語

一耶

」

(『
正
法

山
誌
』
第
七
巻

一
五

一
丁
)



と
宣

べ
ら

れ

た
と

い
う

こ
と
で

あ
る
。

山
!、

 

一
縣

は
岩
倉

具
尭

の
三
男

で
、
慶

長

十

三
年

二
月

二
十

七
日

の
誕
生

で

あ
る
。

十
四
歳

よ
り
萬

年

山
雪
峯

に
侍

し
、

十

九
歳

に

し
て
愼

尾

山
賢
俊

を

舞

し
て
剃
染

し
、
後

ち
堺

南
宗

寺

の
澤
庵

に
参

じ
、

孜

々
と

し
て
請

盆
書
夜

を
捨

て
ず

、

概

ね
そ

の
要
訣

を
蓋

し
た

と
の

こ

と
で

あ

つ
た
。

後
水

尾
上

皇
、

一
綜

の
道

智

を
聞

し
召

さ

れ
、寛

永

八
年

の
春

、
一
練

を
引
見

し

て
輝
要

を
諮
問

せ
ら

れ
た

と

の
こ
と

で
あ

る
が
、

こ
の

時

代

は
朝
幕

の
間

が

圓

渦

を
嵌

い
て

い
た

の
で
、

一
懸

は

「
身

は

た
と

え
佛
門

に
あ
る

と
も
、

よ

く
勤

王

の
宿
志

を
途
げ

ん
」

と
奏

上

し
、

そ

れ
よ
り

以
後

、

し
ば

し
ば
禁

闘

に
出
入

し
、
鳥

丸
光

廣
等

と
深
交

を
結

ん
だ

の
で
、
幕

府

の
監
覗

も
常

に

一
綜

の
身

の
上

に
注
が

れ

た
と

い
う
わ

け

で
あ

つ
だ
。

こ
れ
ら

の

こ
と
は
、

辻
善

之
助

氏

の

「
日

本
佛

教
史

之
研

究

』
七
〇

一
丁

「
一
綜
和

尚

と
朝

幕

關

係
」
並

に

『
同

上
』
績

篇

五
〇
二
丁

「
一
懸

和
尚

と
朝

幕
關

係
補

遺

」

に
詳

論

さ
れ

て

い
る
通
り

で

あ

る
。

そ
し

て
、

こ

の

一
綜

の
嗣
法

に

つ
い
て
も

、
澤
庵

に
嗣

が
ず

に
、

愚
堂

に
嗣

い
だ

の
も
、

勤
王

の
關

係

で
あ

る
と

い
わ

れ
、
前

に
墾
げ

た
無

着

の

『
正
法

山
誌

』

に
依

れ
ば
、

上
皇

が

そ

の
血

脈

を
績

が

し

め
た

よ
う

に
も
説

い
て

い
る
。

そ

の
印

状

は
、
ま

た

『
正
法

山
誌

』

に
そ

の
ま

ま
載

せ

て

い
る
。

「
租

師
云

、
、
不

γ
因

γ
師
悟

者
萬

中
希

有
、

若
自

己
以

γ
縁
會

合

得
=
聖

人

意

一、
印

不

γ
用

γ参

二
善

知
識

一ハ

文
守

縄
人

者
乃

其

人
也
、

早

明

二
了

自

己

一寛

、
不

=
因

γ
人
求

一、

此
故
坐

二
石

上

一虚

二
樹

下

一
、

聞

居
過

γ
日
者

年
久

　
、

老

櫓
曾

一
見

、

早

知

γ有

=
過

量
見

帥突

、
他

日
狡

路
相

逢
、

直

以
二
向

上
鉗

鎚

一
、
瞼

γ
之
恰

如

三金

剛
不

二
破
壊

一、

又

錐
三
事

事
繕

二
陥
虎

機

一、
猫

具

一一師
子

返
郷

機

一、
又

以
一本

常
語

話

一、
子

細
勘

一一験
之

一、
與

一一老
曾

見
威

一不

γ異

、

如
葺
爾

鏡
相

照
、

於

γ
中
無

二
影
豫

一、
眞

吾

家
種

草
也

、
他

日
建

二
法

憧

一
立
二
宗

旨

一、

愚

堂

國

師

の

輝

一
五



棚

學

研

究

一
六

運
二
濟

往
來

一報

二
佛

祀
恩

一、

實

不

γ葺

二
負

老
鱈

意

一祀

祀

」
(『
正
法
山
誌
』
第

二
巻
三
五
丁
)

こ
の
よ

う

に
愚

堂

は
、

一
練

に
印
状

を
與

え

て

い
る
が
、

し

か
し
、

一
練

の
文

字
輝

に
は
反
封

し
て

い
た

よ
う

で
あ

る
。

一
綜

は
三

十

九
歳

で
示
寂

し

て

い
る
け

れ
ど
も

、

そ

の
法

譲

の
示
す

が
如

く
交

守

で
あ

つ
た
。

『
佛

頂
國

師
語

録

』
を
始

め

『
縞
門

寳

藏
集

』

『
大
梅

山
夜

話
』

『
佛

祀
百

首
頬

童
行

談
』

『
永

明
壽

構
師

垂
誠

註
解

』

な
ど

を
残

し

て

い
る
が

、

そ

の
生
涯

あ

ま
り

に
も
文

筆

を
弄

し

て

い
る

の
を
嫌

つ
て
、
愚
堂

は

次

ぎ

の
よ

う

に
も

『
年
譜

』

に

い
う
て

い
る
。

「
師
嘗

日
、

一
練

先

γ吾

而

死
、
昌

法
之

幸

也
、
渠

一
生
有
下
挾

=
文

字

一而

逸
中
師

之
恩

上
、
若

在

下
與
一藁

山

徒

一相

結

上
、

必
可

r
作
二
書
贋

往

返

一鰍

、
想

蕨
練

兄

死
全

二
一
世

之
名

一亦
幸

乎
」

(
『年
譜
』
三
九
丁
)

ま

た
愚
堂

は
、

一
綜

の
持

律

縄
を

も
嫌

つ
て

い
た
。

一
縣

は
愼

尾

山
賢
俊

律
師

に
從

つ
て
毘

尼

を
學

び
、
嚴

粛

な

る
戒

律
奉

持

者

で
あ

つ
た
。

し
か

し
、

愚
堂

は

必
ず

し
も
戒

律

を
主

と

せ
ず

、
戒

律

己
上

に
自

在

の
心
境

を
持

つ
て

い
た
。

「
曾

問
、

和
尚
爲

二
什
腰

一、
不

γ
依
一一諸

佛

律
儀

一、
師

日
、

我
是

諸
佛

已
前

人

」
(
『
宗
統
八
租
傳
』

三
三
丁
)

と

い
え
る
如

く
、

愚
堂

は

「
諸

佛

己
前

人
」

を
悟

得

し
て

い
た

の
で
、
登

敢

え

て
諸

佛

の
造

作

す

る
戒

律

な
ど

を
持

す

る
必
要

を
認

め

な

か

つ
た
わ

け
で

あ
る
。

ま

た
輝
は

、
臨
濟

大

師

の
示

せ
る
が
如

く

「
無
依

の
道
人

」

で
あ

つ
て
、
諸
佛

の
律
儀

に
依

る

べ
き

で
は

な

い
。

律
儀

軌

則

の
末

節

に
拘
泥

す

る

こ
と
を
嫌

う

た

こ
と
は

、
す

で

に
開

出
無

相
大

師

の
示

さ

れ

て

い
る
通

り

で
あ

る
が

、

し
か

し
、

こ
れ

を

後
世

に
於

て
用

い
る

の
は
、
下
根

劣

智

の
も

の
を
誘

引

せ
ん
が

爲

め

に
、

し
ば

ら

く
規

則
を

建

て
、
威

儀

を
正

し
く

す

る
の

み
で

あ
る
。

大
法

を
手

に
入

れ
、

道

と

一
膿

に

な
り
畢

れ
ば

、

「
大
用

現
前

、
規

則

を
存

せ
ず

」

で
あ

つ
て
、

そ

の

一
塞
手

一
投
足

が
、

直

ち

に
道

の

あ
ら

わ

れ
と

な
り
、

法

と
合
致

す

る
も

の
と

い
う

の
で
、
別

に
、
外

に
法

を
建

て
、

律
儀

を
論
ず

る
必

要

は
な

い
と

い
う

の
が
愚

堂

の
意

圓

で
あ

る
と
思

う
。

ま

た
末
世

相
鷹

の
法

と

い
う

て
、
念

佛

縄
が

そ

の
頃
、
流

行

し

て

い
沈
。

そ

の
主

唱
者

は
雲

居
希

膚

で
あ

つ
て
、
彼

は
幼
時

、
毘

沙

門



堂

に
遺
棄

せ
ら

れ
、

そ

の
里

人

に
拾

わ

れ
、
愛

育

せ
ら

れ
た
因
縁

に
依

り
、

雲

居

の

一
生

は
毘
沙

門

天
を

念
持

佛
と

な
し

、
人

に
も

念
佛

暉

の
易

行

を
詮

い
た

と

い
う

こ
と

で
あ

つ
た
。

す

な
わ
ち
、

將
軍

家
光

の
夫

人

に
請

ぜ
ら

れ
、

輝
門
易

行

の
安

心
と

し

て

念

佛

輝

を
勘

め
、
阿

彌
陀

佛

の
尊
號

を

三
幅

ま

で
大
書

し

て
呈

し
た
と

い
う

こ
と

で
あ

つ
た
。

ま

た
雲
居

に
は
有

名
な

る

『
雲

居

和
尚
往

生
要

歌
』

が

あ

る
。

そ

の
當
時

は
盛

ん

に
調

調

し
、
上

下
を

大

に
風

擁

し

た
も

の
で
あ

る
が
、

し

か

し
、

こ
れ
ら

に
就

て

は
、

そ

の
當
時

、
法

山
諸

老

に
於

て
も
相

當

に
非
難

す

る
も

の
も

あ

つ
た
が

、

こ
れ
も
在

家

衆
生

の
濟

度

に
用

い
た
方
便

で
あ

つ
て
、

そ

の
根

抵

に
於

て
は
己

身

の
彌

陀

、
唯

心

の
漂
土

を
説

い
た
も

の

で
、

か
の

六
租

慧
能

大
師

の

『
壇
経

』

に
示

せ
る
趣

旨

と
大
差

は
な

い
。

雲

居

は
修
行

中

、
組
食

不

眠
、

禮
佛

蒲
経

、

日
々
毘

沙
門
、

観
音

の
醇

呪

を
講

す

る

こ
と
十
萬

遍
、

密

に
大
ヒ

の
嬢
告

を
受

け
た

こ
と

も

あ
る

の

で
、

そ

の
入
道

の
方

便

が
、

こ
の
よ

う
で

あ

つ
た
が

爲

め

に
、

そ

の
化

道

の
方

便

も
念

佛
琿

を
主

と

し
、
禮

葬
繊

悔

の
行

を
も

專

修

し
て
、

暉
林

の
規
矩

は
至

つ
て
嚴

粛

に
守
ら

れ

て

い
た
と

の

こ
と
で
あ

つ
た
。

愚
堂

は
、

こ
の
雲

居

の
念

佛
縄

に

は
、

あ
ま
り

心
よ

く
思

つ
て

い
な

か

つ
た
と

こ
ろ

へ
、

ま

た
隙

元

の
黄
巣

繹

が
傳

わ
り

、
念

佛
揮

を

説

い
た
の

で
、

不
愉

快

に
思

つ
た

に
相

違

な

い
。
黄

果

輝

は
、

支

那
明
末

の
念
佛

縄

で
あ

つ
て
、

末
代

相
鷹

の
縄

と
構

す

る
も
、

こ
れ
は

正
法

輝

の
堕
落

で
あ

つ
て
、

正
燈

暉

か
ら

い
え
ば

、
當

然
破
棄

す

べ
き
性

質

の
も

の

で
、
愚
堂

が
佛

然

と

し
て
色

を

な
し
、

こ
れ
を
排
斥

し
た

の
も
無

理

は
な

い
。

七

愚
堂

は
、

こ
の

よ
う

に
道
眼

圓
明

で
あ

つ
て
、
純

の
純

な

る
正
燈

琿

を
墾

揚

し
て

い
た

の
で

あ
る
が

、
ま

た
佛
教

の

教

理

に

封

し
て

も
、

は

つ
き
り

と

し
た
見

解

を
持

し

て

い
た

こ
と
は
、

そ

の
第

四

の
傑
出

せ
る
鮎

で
あ

る
と
思

う
。

す

な
わ

ち
、

佛
敏

を
小
乗

と
中
乗

と

大
乗

と

に
分
別

し
、

そ

の
な

か

の
小

乗

に
封

し
て

は
、

愚

堂

國

師

の

縄

一
七



輝

學

研

究

一
八

「
夫

一
切
衆

生

、
作

二
諸

悪

一者

多
、
行

二
衆

善

一者
少

、

蘇

7
栴

諸
佛
先

敏

以
=
鋤

善
懲

悪
之

法

一、

謂

二
之

人
天

教

一、

所
謂

小

乗
是

也
」

(
『宗
統
八
祀
傳
』

三
二
丁
)

と

い

い
、
善

と
悪

と

を
立

て

て
、

善

を
取
り

悪

を
捨

て
る

の
教

で
あ

る
。

い
わ

ゆ
る
分

別

の
上

の
善

で
あ

つ
て
、

有

漏

の
善

業

を
渤

む

る

教

で

あ
る

か
ら
、

人
天

の
樂

果

を
求

む

る
人

天
教

と
稻

す

る
も

の
を
小
乗

と

い
う

た

の
で

あ
る
。

次

ぎ

に
中

乗

に
封

し

て
は
、

「
善

悪
共
捨

、
不

γ
造

二
諸
業

一、

謂

=之

中
乗

一也

一」

(『
同
上
』

三
二
丁
)

と

い

い
、
善

悪

の
分
別

を
共

に
捨

て
て
、

た
だ
無
我

無

心

に
至

る
敏

で
、

こ
れ

を
無

漏

の
善

と

い
い
、

絹
封

善

で
あ

る

か
ら
、

こ
れ
を
小

乗

の
阿

羅
漢

果

と
も

い
い
、

或

は
更

に
進

ん

で
大

乗

の
眞

空
無
相

、
無

爲
無

作

の
教

と
見

て
も
良

い
。
次

ぎ

に
大
乗

に
封

し

て
は
、

「
不

γ
拘

一一善
悪

一、
至

二
事
事

無
碍

境
界

一、

如
二
虚

谷
傳

ツ
響

、
謂

二
之

大
乗

一」

(『
同
上
』
三
二
丁
)

と

い

い
、

こ
れ

は
無
我
無

心

の

と

こ
ろ
よ
り

、
不
思

議

に
、
縁

に
懸

じ
て

あ
ら
わ

る

る
没
縦

跡

の
あ
り

さ

ま
を

い
う

た
も

の

で
、
妙

假
妙

用

の
と

こ
ろ

と

い
う
て
も
良

か
ろ

う
。

か
く

の
如

く

、
佛
教

の
教

理

を
大
中

小

の
三
乗

に
分

け
、

善
悪

の
二
法

に
封
す

る
考

え
方

を
設

明

し
た

の

で
あ

る
。
す

な
わ

ち
小

乗
教

は
善
悪

の
二
法

を
立

て
、
勧

善
懲

悪

の
趣
旨

に
依

つ
て
読

か
れ

た
も

の
で
、

こ
れ
を
廣

く

い
え
ば

、
迷

悟
染

浮

の

二
法

を

立

て
、
そ

の
間

に
取

捨
憎
愛

の
二
念

に
依

つ
て
分
別

す
る
相

封

の
教

と

い
わ
ね
ば

な
ら

な

い
。
然

る

に
中
乗

教

に
至

れ
ば

、
そ

れ
ら

の
分

別
を

捨

て

て
、

た
だ
眞

空
無

相

の
と

こ
ろ

に
達

す

る
心
境

を
示

し
た
も

の
で
、
有
爲

有
作

は
鑑

く
造
作

で

あ
り
、

造

地
獄

の
業

乏
見

た
も

の

で
あ

る
。
故

に
、

こ
れ
は
小
乗

の
極

果

と
も
見

ら

れ
、
ま

た
自

詮

の
極
位

と
も

い
う

べ
き
も

の
で
、

佛
教

の
理
想

は
、

こ

れ
に

て
充

分

に
蓋

き

て

い
る

け
れ

ど
も

、
更

に
、

こ
れ
が
衆

生
濟
度

の
方

面

に
出

で
、
妙

假
妙

用

と
な

つ
て
、

日

々

の
所

作
が

任

運
無
功

用

に
云
爲

さ
る

る
事
事

無
碍

の
境
界

を

大
乗

と
構

し
た
も

の
で
あ

ろ
う
。

喩

え
ば
明

鏡

の
影
を

罵
す

が
如

く
、

吉
凶

禍
幅

の
萬

像

を
宿

す
と

い
え
ど
も

、
そ

の

心
境

に

は
、
更

に
躍
跡

な
く
、
相

即
相

入

、
無

碍
自
在

な
る

と

こ
ろ
を
、

愚
堂

は
、

佛
敏
教

理

の
大

乗
的

理
想

と
見

た
も

の
と

い
う

の
で

あ
る
。



し
か

し
、

こ
れ

は
敏

内

の
説

明

で
あ

つ
て
、
我

が

租
宗
門

下

に
於

て

は
然
ら
ず

と

い
い
、

教

の
外

に
繹

の
別
傳

す

る

こ
と

を
、
強

く
次

ぎ

の
よ

う

に

い
う

て

い
る
。

「
吾

租
師

縄
不

γ
然
、

無

γ
關

二
上
來

許
多

般

一、

別
有

二
向

上
宗

乗

一
路
、

千
聖

不
傳

底
事

一、

僧

云
不

レ怯

二
慈
悲

一、

願

示
=
向

上

一
路

子

一、

師

云
、
汝

砥
起

二
大

信

一、

不

・顧

二
喪

身
失

命

一、

紹
後

再
蘇

來
向

・
汝
道

、
僧

涕
泣

途
有

・得

」

(『
同
上
』
三
一二
丁
)

潭

は
口
頭

で
以

て
説

く
も

の
で
は

な
く
。

ま

た
文

字

を
弄

し

て
顯
わ

す

べ
き
も

の

で
も

な

い
。

い
わ
ゆ

る

口

頭

輝

や
文
字

暉

を
嫌

つ

て
、

ほ
ん

と
う

に
大
死

一
番

底

の
も

の

に
あ
ら
ず

ん
ば

、
繹

は
語

る

こ
と
が

出
來

な

い
と
説

い
た

の
で
あ

る
。

大

死

一
番
底

に
は
、
先

ず

大
信

根

を
起

し
、
大

疑
情

を
以

て
當

た
ら

ね
ば

な
ら

ん
。
故

に
、
愚

堂

は

「
汝

祇
起

二
大

信

こ

と
説

い
て

い

る
。
大

信

と
は
、
眞

に
箇

の

一
大

事

あ

る
こ
と

を
信
ず

る

こ

と
で
あ

る
。
佛

租

の
言

の
儒
り

で

な

い
こ
と

を
堅

く
信
ず

る
こ

と
で
あ

る
。

佛

租

は
み

な

「
不

「
顧

二喪

身

失
命

一、

紹

後
再

蘇
來

」

の
眞

實

を
示

し
、

必
ず

大
憤

志

の
も

と

に
勇

猛
精

進

し

て
見
性

し
て

い
る
と

い
う

事

を
、

は

っ
き
り

と
知

り
、

そ

こ

に
、

自
己

も
、

そ

れ
に
向

つ
て
專
心

專
念

し

て
、
大

死

一
番
、

大
活

現
前

せ
よ
と
読

き
勧

め
た
も

の
で

あ
る
。

た
だ

一
向

に
、
暉

に
は

「
師

心
帥
佛

」
を

説
く

け

れ
ど
も

、
そ

こ
に
は
血
滴

々
の
修
行

の
み

に
依

つ
て
誼

せ
ら

る

る

の
で
、

そ

ζ
の
微

妙

な

る
深
旨

に
至

つ
て
は
、

愚
堂

も
次

ぎ

の
よ

う

に
、

上
皇

に
答

え

て

い
る
。

「
上

皇
問
、

古

人
言

、

印

心
印

佛
、

是

否
、

師

封

日
、

若

道
レ
是

則
人

人
聴

γ
之
未

レ
到

二
是
虚
『
、

若

道
二
不

是

一
則
大
梅

因

レ
甚
言

下

悟

去
、

此
間
宜

レ
進
二
叡
思

一、

上

皇
叉

問
、

迷

人

;
與
悟

人

暗死
後
如

何
、

師
日

、

山
鱈
迷

亦
不

レ
死
、

悟
亦

不

レ
死
、

上
皇

無
レ
措

」

(『
費
鑑
録
』
中
巻

二
丁
)

實

に
理
論

を
避

け
、
當

位
印

妙

な

る
答

は
、

愚
堂

な

ら

で
は
出
來

な

い
こ
と
で
、

鐸

の
妙
味

は
、

寸

鐵

よ
く
人

の

心
を
射

る

こ
と

に
あ

る
。

堂
、

教
者

の
千

言
萬

語

の
及

ぶ

と

こ
ろ
の
も

の

で
は

な

い
。

愚

堂

國

師

の

輝

一
九



輝

學

研

究

二
〇

八

次

ぎ

に
愚
堂

の
傑

出

す

る
第

五

の
鮎

は
、

暉
宗

の
住

持

と
し

て
、
實

に
り

つ
ば

な

も

の
で
あ

つ
た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

私

は
嘗

て
住

持

と

し
て
心

得

べ
き
三
條

件

を
詮

い
た

こ
と
が

あ
る
が

、
羅
堂

は
そ

の

三

條

件

を
十

二
分

に
果

し
た
と

い
う

べ
き

で

あ

つ
た
。
す

な

わ

ち
、

そ

の
第

一
は
布

教
傳

道

で
あ

る
。

そ

の
第

二
は
伽

藍

の
維
持

で

あ
る
。

そ

の
第

三
は
佛

子

の
養
成

で

あ

つ
て
、

佛
種

を
噺

紹

せ
し

め

な

か

つ
た

こ
と
で

あ

る
。

第

一
の
布
教
傳

道

は
實

に
、

そ

の
良

う
し

き
を
得

た
も

の
で
、
上

は
王

侯
貴

族

よ
り

、
下

は
萬

民
卑
賎

の
人

に
至

る
ま

で
、

よ
く
教

化

が
及

ん

で

い
る
。

愚
堂

の
王

侯
貴

族

に
封

す

る
事
蹟

は

『
年

譜
』

に
委

し
く
出

て

い
る

け
れ

け
も
、

萬

民
卑
賎

に
封

し

て
の
教
化

は
あ
ま

り

出

て

い
な

い
。

し

か

し
、

今

日
、
細

自

の
大
仙

寺

や
、
和

知

の
正

傳
寺

の
信

者

の
間

に
傳

つ
て

い
る
愚
堂

の
逸

話

や
傳
読

か
ら

考

え

て

見

る
と
、
卑

賎

の
も

の

の

い
う
が

ま

ま

に
、
「
地

獄

は
有

る
ぞ

、
妖
怪

は
居

る
ぞ

、
幽
塞

も

出

る
ぞ
」

と

い
う

て
、

そ

れ
を
良

く
救

う

て
、

導

き

、
幼

児

に
曙
ん

で
渤

め
る

よ
う

な
婆

心
を
加

え

、
病
人

が

あ
れ
ば

、
病

氣

を
封

じ
、
農

民

が
沼

田

に
蛭
が

居

て
困

れ
ば

、
蛭

を
封
ず

る
と

い
う

よ
う

に
、

よ
く
面

倒

を
見

た
も

の

で
あ

つ
た
。

ま

た
第

二

の
伽

藍

の
維
持

は
、

主

と
し

て
頽
慶

せ

る
寺
院

に
住

し
、
或

は
無
住

の
寺

院

を
取
り

立

て

て
、

り

つ
ぱ

な
維
持

法

を

も
考

え

ら

れ

た
。
小
島

の
瑞

巖
寺

、
和

知

の
正
傳

寺
、

細

目

の
大

仙
寺

を
始

め
、

美
濃

の
少

林

寺
、

眞
正

寺
、

大
通

寺

、
瑠

璃
光

寺
、

定

慧
寺

、

中
川

寺

、
伊
勢

の
龍

雲
寺

な

ど
も
、

み
な
愚
堂

の
興

し
た
と

こ
ろ

で

あ
り

、

ま

た
新

寺

建

立
と

し

て
は
、
豊

後

の
養

徳
寺

、
伊

勢

の
中

山

寺

、
江
戸

の
正
燈

寺

の
如

き
が

、

そ

れ
で

あ

つ
た
。

ま

た
第

三

の
佛

子

の
養

成

は
、

そ

の
法
嗣

と

し
て

『
宗

統

八
租

傳
』

に
、

次

ぎ

の
よ
う

に
説

い
て

い
る
。

「
嗣

=
師
法

一者

、

法
雲

大
疑

、
少

林

農
道

、

寒

山
瑞
南

、

正
傳

紹
同

、
永

源

一
綜
、

長
藏

閲

嶺
、

聖
澤

旭
窓

、
大

仙
泰

翁

、

正

燈
崇



山
、

瑠
璃

光
達

關
、

華

山
雷

峰
、

眞
正

安

山
、
慈

漢
密
雲

、

建
國

大
輪

、
中

山
風

狂
、

十

五
人
也
、

如

=
深
川

錐
翁

一、

錐

γ不

γ
登

一一本

山
籍
位

一、

受

=
師
授

記

一、

而
其

道
構

一手

世

一、
他

家
英

柄
、
見

γ佛

密
契

者
、
亦

不

γ
爲

γ
鮮
也

」
(
『
宗
統
八
殖
傳
』
三
五
丁
)

川

上

孤
山

氏

の

『
妙

心

寺
史

』

に
於

て
は
、

こ
れ
ら
十

五
人

を
以

て
、

愚
堂

派
下

の
十

五
哲

と

い
い
、

な

お
こ

の
外

に
、

愚
堂

派
下

の

三
首
座

を
學

げ

て

い
る
。

す

な
わ
ち

至

道
無
難

と
…錐
翁
慧

勤

と
梅

天
無

明

と

の
三
人

で

あ
る
。

こ
れ
ら

の
三
人

は
、

前

の

十

五
哲

よ
り

は
、
或

る
意

味

に
於

て

は
傑

出

し

た
人
物

で

あ
る
。

殊

に
至
道
無

難

は
、

そ

の
法

嗣

に
正
受

老
人

あ
り

、
正
受

老

人

の
法
嗣

に
臼

隠
慧
鶴

が

出

た

の
で
、

こ

の
法

系
最

も

後

の
時

代

に
榮

え

て
有

名

で

あ
る
。
故

に

『
宗
統

八
租

傳
』

の
冠
註

に
も
、

「
本
傳

逸

一一至

道
無

難
祀
師

一、

甚
爲

二
遺

憾

一　

、
蓋

師
性

不

レ
通

γ方

、

莫

二
與

γ
時
合

一、

唯
鱈

γ
徳
養

γ
道
、

不

r
籍

二
本
山

一、
由

γ
之
然

乎
、

後

九
十

五
年
、

明

和

七
年

九
月
前

堂
職

追
贈

、
其
鱈

鐘
厚

可

レ
知
突

、

正

受
老

人
其

他
四
人

、
亦

如

γ
是
、

今
時

無
衛

徒
、

深
可

r

鑑

γ
之
也

」

(『
宗
統
八
蔽
傳
』
三
五
丁
)

錐
翁

は
江

府

の
瑞
岳

寺

に
在

つ
て
、
至

道
庵

の
無
難

と

蘭
菊

の
美

を
競

う

た
こ
と

は

『
妙

心
寺

史
』

下
巻

=

六
丁

に
記

し

て

い
る
。

ま
た
梅

天
無

明

は

『
正

法

山
宗

派
圖

』

に
は
、

「
未
詳

師
承

及
追

贈
無

師
承

者
」

の
な
か

に
入

れ
て

い
る
け

れ
ど

も
、

こ
れ

は
明

か

に
愚

堂

の
法

嗣

で
あ

る
。

『
寳

鑑
録
』

の
道
號

の
と

こ

ろ
に
も
錐

翁
、

至
道

、
梅

天

の
順
序

に
依

つ
て
書

か

れ

て

い
る
。

ま

た
近
時

、

『
養
徳

通

鑑
』

の

一
書
を

得

て
讃

ん

で
見

る
と
、

そ

の
附

録

に

「
無

明
行

業
記

」
が
載

せ
て

あ
る
。
實

に
傑

出

し
た
入

物

で
あ

る
と
思

つ
た
。

ま
た

一
面
、

『
正
法

山
宗

派
圖

』

に
依

つ
て
見

る

と
、

愚
堂

派

下

に
十

八
人

を
列
記

し

て

い
る
。

す

な
わ

ち
、

完
道

慧
全

、

至

道
無

難
、

一
篭

元

守
、
雲

南
鷹

悦

、
大

輪
宜
廣

、

密
雲

玄
密

、
安

山
玄
永

、

雪
潭
豊

玉
、

雷
峰

如
獣

、
達

關
輝
達

、

旭
隠
景

暉

、
泰

翁
良
倹

、

崇

山
源
清

、

一
練
文

守

、
紹

同
永

奇
、

瑞
南

卜
兆
、

罷

道
宜
全

、

大
疑
宗

悟

で
あ

る
。

な
か

に
も
妙

心

に
瑞

世

し
た

も

の
は
、

雪
潭

、
旭

隠
、

泰

翁
、
崇

山

、
紹

同
、

瑞
南

、
艘

道

の
七
人

と
、
永

源

に
瑞

世

し
た

一
綜

と

は
紫
方

抱

を
賜
わ

り

し
も

の
と

い
わ

れ
、

圃
師

號

は
、

一
綜

の
定

慧
明

光

佛
頂

國
師

一
人

の

み
で
あ

り
、
輝

師
號

は
、

崇

山

の
大

光
慈

照
潤
師

と
、
・瑞
南

の
大

機
妙

用

輝
師

と

の
二
人

の

み
、

そ

愚

堂

國

師

の

縄

二

一



縄

學

研

究

二
二

の
法
孫

と

し
て

は
、
繕

岡

の
法
嗣

に
玄

門
道

幽

あ
り
、

法
光

明
憧

輝
師

と
詮

せ
ら

れ
、

ま

た
膿

道

の
法

嗣

に
洞

天

慧
水

あ
り
、

慈

照
妙
眼

暉
師

と
論

せ
ら

れ

て

い
る
。

ま

た
鈴
木

正

三
も
愚
堂

派

下

の
人

で
あ
り

、
居

士

と
し

て
幾

多

の
人

を
出

し

て

い
る
が

、
今

や
紙

数

も
超
過

し

た

こ
と
ゆ

え
、

こ

こ
に

一
先

ず

記
述

を
略

す
。
要

す

る

に
、
愚
堂

そ

の
人

は
、
晩

年

ま

で
、
法

の
爲

め

に
東

奔
西
走

し
、
偉

大

な
る
足

跡
を
残

し
て
、
萬

治

四
年

、

す

な
わ

ち
寛
文

元

年

と
改

元

せ
ら

れ

た
十
月

朔

日

に
邉
化

せ
ら
れ

、

そ
の
翌

年
、

大
圓
寳

鑑

國
師

と
詮

せ
ら

れ
て

い
る
。

來

る
昭

和

三
十

五
年

に
は
國
師

三
百

年

の
正

當

で
も

あ
り

、

更

に
意
を
新

に
し
て
、

そ

の
足
跡

を
慕

い
た

い
も

の
で
あ

る
。(

昭
和
三
十
三
年
十
月

一
日
記
)

O


